
週刊ダイヤモンド  2019／04／06　26

　
闘
で
は
６
年
連
続
で
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
が
実
施
さ

れ
そ
う
だ
。
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
（
連
合
）
が
２
０
１
９
年
３

月
22
日
に
集
計
し
た
結
果
に
よ
る
と
、

定
期
昇
給
込
み
の
賃
上
げ
率
は
２
・
13

％
で
あ
る
。
ベ
ア
の
金
額
が
明
確
な
労

働
組
合
に
絞
っ
た
集
計
で
は
、
ベ
ア
に

よ
る
賃
金
上
昇
分
は
０
・
62
％
だ
。

　
企
業
収
益
が
頭
打
ち
と
な
り
、
世
界

経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
る
中
、

固
定
費
を
増
加
さ
せ
る
ベ
ア
の
実
施
に

慎
重
な
企
業
は
少
な
く
な
い
。
一
方
で

労
働
需
給
は
逼
迫
し
て
お
り
、
人
材
確

保
の
た
め
に
処
遇
を
改
善
さ
せ
る
必
要

性
が
あ
り
、
全
体
で
見
れ
ば
ほ
ぼ
昨
年

並
み
の
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

　
も
っ
と
も
、
定
昇
込
み
の
賃
上
げ
率

は
過
去
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
高
い
わ
け
で

は
な
い
。
ベ
ア
が
実
施
さ
れ
た
14
年
以

降
２
％
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
労
使

交
渉
で
重
視
さ
れ
る
生
活
コ
ス
ト
と
し

て
の
物
価
が
上
が
ら
な
い
こ
と
や
、
雇

用
の
安
定
が
優
先
さ
れ
や
す
い
こ
と
な

ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
中
で
も
、
従
業
員
が
一
定
期
間
に
生

み
出
す
付
加
価
値
、
つ
ま
り
労
働
生
産

性
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、
賃
上
げ
の
原

資
を
確
保
し
に
く
い
こ
と
が
大
き
い
。

内
閣
府
統
計
等
か
ら
１
人
１
時
間
当
た

り
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
を

計
算
す
る
と
、
14
〜
18
年
の
伸
び
率
は

平
均
で
年
０
・
４
％
だ
っ
た
。
１
９
９

０
年
代
の
２
％
超
に
見
劣
り
し
、
特
に

非
製
造
業
で
生
産
性
が
低
迷
し
て
い
る
。

　
他
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
、

Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
利
用
拡

大
な
ど
を
背
景
に
、
経
済
構
造
は
急
速

に
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

従
業
員
一
律
の
賃
上
げ
は
時
代
遅
れ
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
。

　
た
だ
し
、「
総
合
職
」
に
代
表
さ
れ
る

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
日
本
的
雇
用
シ

ス
テ
ム
の
下
で
は
、
従
業
員
の
職
務
が

定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
成
果
と
賃
金
は

必
ず
し
も
結
び
付
い
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
企
業
収
益
を
従
業
員
に
広
く
還
元

す
る
ベ
ア
に
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
。

　
賃
上
げ
方
法
の
見
直
し
は
、
職
務
範

囲
の
在
り
方
を
含
め
た
検
討
が
必
要
だ
。

こ
の
点
、
付
加
価
値
の
高
い
業
務
は
新

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
・
開
発
、
対

外
的
な
交
渉
な
ど
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で

き
な
い
非
定
型
業
務
へ
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
業
務
の
成
果
と
賃
金
の

結
び
付
き
を
強
め
、
意
欲
と
能
力
を
発

揮
し
や
す
く
す
る
仕
組
み
の
整
備
が
、

企
業
に
と
っ
て
一
層
重
要
に
な
ろ
う
。
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出所：連合「2019年春季生活闘争 第2回回答集計結果について」

2019年春闘における定昇込みの賃上げ率
（3月22日時点）
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